
 
 

 
５月２９日（水）の子供会議で令和６年度の学校の目標であ

るスローガンを話し合いました。 

子供会議とは，４年生から６年生の各学級の代表の児童と

委員会の代表の児童が集まり，学校の様々なことを決める話

し合いです。子供たちに任せることができる範囲で話合いを

行いますが，自分たちのことを児童が自ら話し合い，決定す

るのは今年の目標「すすんで」を達成する上でも，子供たちの

自治的・自発的な態度を育成する上でも，とても大切なことであると考えています。 

今回の話合いも４年生から６年生の児童，そして委員会の代表の児童がそれぞれの立場

でスローガンについて活発な意見の交換を行いました。最終的に決まったスローガンが「自

らすすんで協力し、仲良く笑顔あふれる輝いた学校にしよう」です。１５６７人の

全校児童一人一人が自覚をもって行動し，自分たちで決めたスローガンのような南小を目指

してほしいと思っています。 

 

本校では，様々な教育活動に地域コーディネーターをはじ

め，「にこサポさん」として多くの保護者の方々・地域の方々にご

協力頂いています。地域コーディネーターの足立さん，武田さ

ん，井上さん，佐藤さん，平方さんが中心となって活動して頂くと

ともに，「にこサポさん」に参加依頼の声をかけて下さるのです。

家庭科のミシンの援助，児童の体力テストの補助，さらには校外

学習での付き添いなど，その活動は多岐にわたっています。援

助頂くことで子供たちの安全確保等につながり,また活動もスムーズになっています。 

本年度の体力測定でも，とても多くの保護者の皆様にご協力いただいた成果で，測定する

ための待ち時間の短縮等の効率化が図られ，子供たちは生き生きと楽しく体力測定ができまし

た。今後もお時間のある範囲内で多くの保護者の皆様のご協力をお願いします。 

子供会議の児童の様子 

体力測定の援助をしてくださる皆様 



 ６月の主な行事予定          

 

家庭科室での出火を想定した避難訓練を先月１７日に実施しました。緊急

放送後に約１６００名の児童が「おはしも（おさない・はしらない・しゃべ

らない・もどらない）」の約束を守り，真剣な態度で避難できました。 

 消防署の方々も，子供たちのおしゃべりをしない真剣な取り組み，そして

約５分で避難できた行動に感心され大いに褒めて頂きました。さらに救急隊

員の方からは，サイレンを鳴らしながら走る救急車を見た時は，人の命を守

るために信号が青でも止まって欲しいというお話もして頂きました。最後に６年生は消火訓練を行い，火災

に遭遇した時など，もしもの場合に備えました。 

今後も火災だけではなく，地震による避難，津波による避難，不審者侵入による避難等，危機管理上，学

校でも様々な想定のもと，万が一に備え，子供の生命を守る最善の避難を実施していきます。  

 

子供たちが歩いて登校するのは以下の効果があります。 

〇脳を活性化する。・・歩いて登校することで脳が活性化し，勉強する準備ができます。全国の学校には朝， 

意図的に歩く時間を設定している学校もあります。 

〇体力をつける。 ・・歩くことで筋肉を刺激し，強い体をつくります。距離が長ければ長いほど持久力も 

うみだします。 

〇感性を磨く。  ・・歩いて登校する間，通学路に咲いている花や木々の様子，季節による気温の変化な

ど様々な刺激を五感で感じます。子供たちの豊かな感性を磨くのに絶好の機会です。 

もし，病気やケガなど事情があるときの送迎は，郷づくりの駐車場等をご活用下さい。また，児童の安全確

保のため許可証がある場合を除き，校内への乗り入れはご遠慮下さいますようお願いします。 

消火訓練をする６年生 


